























































































えた｡  年には, この事件に関する調査報告である 『ラーミング報告』 (!"#
$%) が発表され, ｢専門家が誰一人として子どもと真剣に話しをしてこなかった｣
ことを, 虐待死を防げなかった理由の一つとして指摘した (!"# )｡ この事件
はイングランド・ウェールズにおける児童福祉に関する法律や施策を変革する契機と
なった｡





条の内容が年児童法にも挿入され, ｢第条 アドボカシーサービス｣ (
	



































































() すべての地方自治体は, 本条に基づく支援提供の手配に関して, 適切な出版
物を発行しなければならない｡
この条文の () で言う ｢代表｣ には, 支援者 (アドボケイト) が代理として会議に
出席し, 代弁することも含んでいる｡ また() () で示された規則が ｢アドボカシー


















のではあるが, 苦情ではない意見表明をも含んでいる｡ たとえば, 子どもが受け
ているサービスや住んでいる機関を変えるために意見表明を行う際に, アドボケ
イトの支援を受けられるようにするべきである｡ (	)｡
このように, 独立子どもアドボカシーは, イングランドにおいては, 法律上苦情申
し立てを含む意見表明の際に利用できるサービスである｡ こうした制度の下で, イン
グランドのアドボカシーサービスは, () ｢育成を受けている・ニーズがある・ケア
リバーである｣ のいずれか, () ｢公的医療を利用している｣, () ｢精神保健上の問













一方イングランドとは異なるウェールズの独自性について, 栄留 () は
以下のように整理している｡
これは子どもに関するサービス全般の質を確保するための枠組み 『子ども, 若
者, 妊産婦サービスのための国のサービス枠組み』 ( !	"
#"$%"&"' 	"()*+	,"-") (./)に
よって規定された｡ この枠組みはイングランドにもある｡ しかし, ウェールズは


























	) がある｡ これは年代初頭に, フィン
ケルシュタイン (		) やオリバー (	) 等の障害を持つ研究者によっ
て理論化されたものである｡ 彼らはこの ｢障害の社会モデル｣ に依拠する研究を障害





てきた｡ たとえば, ( !") は, 次のように社会モデルに立った実践を進
めることの重要性を強調している｡




また 『子どもアドボカシーサービス提供のための全国基準』 基準!では ｢すべての
アドボカシーサービスは平等を促進する明確な方針の下に提供する｡ そして年齢, 性
別, 人種, 文化, 宗教, 言語, 障害, 性指向により子どもが差別されないようにサー







子どもの権利条約 ｢第 条意見表明権｣ は ｢締約国は, 自己の意見を形成する能
力のある児童がその児童に影響を及ぼすすべての事項について自由に自己の意見を表
明する権利を確保する｡ この場合において, 児童の意見は, その児童の年齢及び成熟
度に従って相応に考慮されるものとする｣ と規定している｡ この条文の中の ｢自己の
意見を形成する能力のある児童｣ をどのように解釈するかが争点になってきた｡
このことと関連して, 国連子どもの権利委員会は, ｢一般的意見号 ( &年)乳幼
児期における子どもの権利の実施｣ の ｢$%乳幼児の意見および気持ちの尊重｣ にお
いて次のように述べている｡













があるのであり, その意見は ｢その年齢および成熟度にしたがい, 正当に重視さ
れ｣ るべきである (＝)｡
ここで重要なのは, ｢意見｣ (	
) に加えて ｢気持ち｣ (		) の尊重を明記した
点である｡ 身振りや表情, 行動を通して気持ちを表現することは最も幼い子どもも,
重度の障害を持った子どもも日常的に行っていることである｡ ｢もっとも幼い子ども






































ない｡ 知的障害や読字書字障害 () があり, 文字を書
いたり電話を使うことができずほとんど, あるいは全く話すことができない子ども達
はとりわけそうである｣ と指摘している｡
チルドレンズソサエティ ( !) は"年に ｢子どもの権利擁護主事
及びアドボケイト｣ ( #$) に所属するイングラン
ド・ウェールズの%"団体を対象に郵送法によるアンケート調査を行なった｡ 調査
内容は年&月から月にかけての障害児へのアドボカシー提供の有無及び具体







れている｡ %団体の契約においては, 明示はされてはいないが, 暗黙の了解として














































は, 子どものためのつの成果指標を促進することに焦点を当てている｡ それは ｢健








































































種に分類している｡ ボイスは, このうち, 里親委託及び児童福祉施設入所児童を対象
にしたコミュニティ専門アドボケイト・訪問アドボケイト・専門アドボケイト (難民・
精神保健・障害児等)を提供している｡































に帰りたい, 母親が恋しい｣ と訴えたので報告書を作成した｡ この事例は裁判所






























ウェールズでは非指示的アドボカシー () と称する｡ ボイラン
とダリンプル ( 	!) は非指示的アドボカシーには,
人間中心アプローチ, 人権アプローチ, 観察 ("#$%) アプローチ, 最善の利
益アプローチのつのアプローチがあると述べている｡ そのうち最も主要なアプロー
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のつのプロジェクトを行っている｡ 課題基盤アドボカシーは, 収入, 住居, 福祉
サービスの利用, ソーシャルワーカー等に意見を聞いてもらえないなど, 何らかの問
題を感じている知的障害者を支援するものである｡ ニーズのある子どもプロジェクト









護計画の対象になる顕著な傾向がある｡ 不幸なことに, こうした危惧ゆえに, 状
況が危機的になるまで親が援助を求めないことがしばしばある｡
ホーププロジェクトは, 子育てのあらゆる段階にいる親を対象とした, 無料で,


















では, 個別アドボカシーに加えて, グループアドボカシーを提供している｡ こ
のことに関して, ジャレットは次のように述べている｡
子どもが意見表明に困難を抱えていたり, その支援がないために, アドボカシー





のである｡ ( ! )｡
一般的な意味での施設や病院への訪問アドボカシーは ! 年"月現在実施してい
ないが, デイサービスセンター・カレッジ等に訪問し, グループアドボカシーを行っ
ている｡ 通常 週間に一度訪問するが, "週間に回, 月に回, 学期に回など多




例えば, 余暇にしたいことについて話し合う｡ まず, 現在していることを出し
合う｡ たとえば音楽だったりする｡ 次に, ｢何でもできるとしたら何がしたいで
すか｣ と質問する｡ そうると ｢ロッククライミングがしたい｣, ｢パラシュートが
したい｣ など様々なものが出てくる｡ 次にどうすれば実現できるかを考える｡ そ






変更しようとしたが, 利用者は変更を望んでいないケースがあった｡ それで, ア
ドボケイトは利用者全員とグループで会った｡ そして, 利用者の総意として, 変



















１ エンパワメントと生活の質 (		 )
２ 健康 (!")
３ 関係性 (#	")




６ 仕事, 余暇, 教育 (		)
７ 移動 ()
８ その他の効果 ()
９ 他機関の照会案内 (	 )
!" 肯定的効果不明 (#  )($	% &"!"'
&(!!)
言語による意見表明が困難な知的障害児に対しては, 人間中心アプローチ, 人権ア





している｡ すなわち, ｢生活の質｣ や ｢健康｣ の向上を指標として効果を評価し, ま
たそれを目指してアドボカシーが行われることになれば, ｢子どもの指示に従うので
はなく自分の判断で子どもの権利と福祉の擁護促進活動に従事する｣ ということにな

































(＝+,,R, 堀正嗣 ｢子どもアドボカシーサービス提供のための全国基準｣, 堀正嗣・栄
留里美(+,,R) 『子どもソーシャルワークとアドボカシー実践』 明石書店, Y-ZQR+).
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